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はじめに
　本稿は、「日本語教育実践研究（5）（以下、実践研究（5）とする）」の授業ならびに、
それと連動する日本語クラスにおける教壇実習について述べたものである。
　実践研究（5）の授業では、「教える内容」と「教え方」1を一つのキーワードとして議
論を繰り返した。これら、二つを明確に区別する理由の一つには、効果的な教育をする、
もしくは学習者がより自然で適切な日本語を学ぶためには、「教え方」だけに着目するので
はなく、「教える内容」も検討しなければならないということがあげられる。
　このことに関する具体的な実践の場は、早稲田大学日本語教育センター設置の「日本語
2A」と「日本語2B」のクラスであった。毎週、どちらかのクラスで授業見学を行い、学
期末には数回の教壇実習を行った。
　毎回の授業見学にあたっては、実習生2があらかじめ授業日程／内容に合わせてシラバス
検計を行い、小林教授担当の「日本語2A」もしくは「日本語2B」のクラスに参加する
ことが基本であった。授業見学後半からは、授業記録を時系列に沿って記録し、その記録
をもとに実習生自身が同じ授業内容を教えることを前提として、毎回その授業の教案を復
元させる練習をした。最終的には以上のことを踏まえ、学期末に教壇実習を行った。
　具体的な流れとしては以下の通りである。
（a）授業開始後、3週間はシラバス検討と共に授業見学
（b）4週目から授業記録を時系列に沿って記録
（c）8週目から見学した授業の教案を復元
（d）9週目から教壇実習に向けて、各実習生が担当する文法項目の教案作成
（e）10週目から教壇実習
1詳しくは、小林（2005）を参照。
22006年度後期、「日本語教育実践研究（5）」履修生である本稿執筆者を指す。
3検討する項目としては、「文法上の留意点」、「導入例」、「練習例」、「現行教科書・シラバスへ
　の建設的批判」であった。
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　今学期の実践研究（5）の実習生は、全員、教師経験がなかった。そのため、全てが新
鮮で、かつ緊張の連続であった。
　振り返ってみると、当初は日本語を教える際の骨格をなすシラバス検討に全力を注いで
いた。何を教えるのかという「教える内容」の重要性を理解した時でもあった。そして、
検討したシラバスが、見学する日本語の授業では実際どのように扱われているのかを確認
すると同時に、それらをどのように教えるのかという「教え方」に関しても学ぶことがで
きた。「教える内容」「教え方」を相互に関連させながら体系的な知識を蓄えていくことが
できたと言えるだろう。
　その後、見学した授業の教案復元、教壇実習に向けての教案作成、そして教壇実習へと
活動がつながっていくわけだが、実習生全員が同じように抱えていた問題の一つとして、
頭で考える日本語の授業／クラスと動態的な実際の日本語の授業／クラスをどのように近
づけていくことができるのか、というものがあった。つまり、理想と現実との差をどのよ
うに克服していくのか、という最大の課題を抱えていたのである。このことは、学習者に
何を教えたいのか、なぜそれを教えるのか、という根本的な課題させ投げかけてくるもの
であった。
　様々な課題と共に、すべてが試行錯誤の連続であったことはいうまでもないだろう。し
かしながら、どのような局面に立ったときにも、実習生同士が互いに助け合い、また励ま
し合い、そして議論し合うことで、乗り切ることのできた3ヶ月であったと言える。自立
した日本語教師を目指す実習生にとっては、「教える内容」や「教え方」に関する学びを得
ただけではなく、教師同士の助け合い、ひいては日本語の授業は一人で作られているので
はないということさえも身をもって学ぶことができ、意義深い3ヶ月であったと言える。
　次章からは、上記の点も踏まえながら、何を考え、何を感じ、そして何を学んだのかに
ついて具体的な活動内容と合わせて述べていくことにする。
2　シラバス検討
2．1　シラバスとは
　シラバスとは一以下であろうか。田中（1991）によると、「あるコースで学習者に教える
べき学習項目の総体をシラバス」という。シラバスにはいろいろな種類があるのである。
　たとえば、「言語の構造に注目した『構造シラバス』、言語のコミュニケーション機能に
注目した『機能シラバス』、どんな場面で話す日本語かに注目した『場面シラバス』、文章
なり会話なりで扱われる話題に注目した『話題シラバス』、ニーズ領域でどのような言語技
能が必要とされるかに注目した『技能シラバス』、言葉を使って解決する課題（タスク）に
注目した『タスクシラバス』などである。どんなコースにおいても、一つだけのシラバス
で教育を行うことはほとんどなく、いくつかを組み合わせてカリキュラムを作るのがふつ
うである（田中1991）」とされる。
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　実践研究（5）の授業でも、小林教授より、シラバスにはいろいろな種類がありシラバ
スを教授法と訳すこともできる、という指摘が同様にあったが、実践研究（5）における
シラバス検討とは、「教える内容」を「文法シラバス」の観点から検討し4、その「教え方」
を考えることが最大の課題であったと言えるだろう。
2．2　シラバス検討の実践研究
　シラバス検討は、すでに述べた通り、当初は翌週に見学する日本語クラスで取り上げら
れる文法事項に関して行っていたものである。実習生が複数ある文法事項を分担し、文法
書を始めとして、コーパス調査、内省などをもとに、シラバス検討を行っていった。さら
に、実習生各々が検討したシラバスを持ちより、実践研究（5）の授業で議論し合うとい
うことを繰り返した。検討過程で生まれた各自の疑問や問題点を指摘し、それについて意
見交換をする形が主であったと言える。ただちに解決できない問題点も多々あり、その場
合は継続課題として電子メールなどを通して、毎日のように互いに話し合った。このよう
なことを通じて、日本語教師に必要な文法知識を深め、さらには何事にも批判的にみる目5
や考え方を養うことができたように思われる。
　シラバス検討で、特に議論の対象となったのは、導入例や練習例に関してであった。そ
れは、「自分が教師として教壇に立ったら、どんな風にするか実際にやってみる」というこ
とを基本としていたため、実習生各々の考えには、相違点が少なくなかったからである。
適切だと考えた導入例や練習例であっても、実際のクラスでは、有効ではない可能性があ
ることは当然のことである。文字の上ではまとまっていたとしても、教師側の視点で考え
ている導入例や練習例が実習生には多かったことは、特に議論の対象となったのである。
　例えば、ある場面設定を説明する教師の発話と、その場面における会話例との区別をど
のようにしたらいいのかという点は初級学習者にとって重要であると言える。つまり、二
人目人物で構成される会話例であるとしたら、その会話をどのように学習者に理解しやす
く提示できるのか、どのような場面や人物の会話であるのかなどを的確に明示しなくては
ならない。このような点は、学習者の立場に立たないと認識できないものであり、その意
味で、議論の対象となることが多かったのである。また、それに伴って、人物のかかれた
絵カードを2枚用意する、右手首と左手首を巧みに操作するなどの技術に関する点におい
ても、有効な意見交換ができた。いずれにせよ、文字の上ではわからない重要な点を、学
習者の視点の大切さを認識することができたのである。
　以上、シラバス検討から学んだものは大きかったと言える。一方、検討した文法項目に
関しては、実際に日本語クラスで小林教授が教えるものであるため、実習生が考えたもの
4小林（2005）を参照。
5「現在、わが国の教育のなかでも『批判的思考』『批判的読解』が大きく注目されつつある（市
　川20011246）」を参照。
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と小林教授が行う実際の授業とではどのような違いがあるのか、という点において考察す
ることができた。この点に関しては、3章で述べることにする。
2．3実習生にとってのシラバス検討とは
　実習生にとってのシラバス検討とは一体どんなものだったのか。
　まず、参考書から、ある文法項目の用法や使用方法を調べることはシラバスの土台を作
る上で、大切な作業であったことはいうまでもない。ただし、それは教える文法を改めて
学ぶというだけではなく、学習者にとってより自然な、また必要だと考えられる日本語を
模索するために教室で教える「教える内容」を明確にする作業でもあった。この作業をす
ればするほど、さまざまな問題点が見え、「教え方」に関してさえ見えてくるものでもあっ
た。言い換えれば、シラバス検討をすればするほど、動態的な教室活動にも対応できる準
備が可能となるものだと思われたのである。
　実習生のシラバス検討とは、授業をする際の準備すべてであり、教師としての「ポケッ
ト」を増やす作業でもあった。つまり、動態的な教室に適応できるよう、様々な準備をす
る、その準備一つ一つが「ポケット」である。その「ポケット」を増やすこと、それが実
習生にとってのシラバス検討であった。
　日本語を教えるということは、「シラバス検討→教案作成→実践授業→反省」という一
連の作業を繰り返し、経験を積んでいくということであり、シラバス検討は実習生にとっ
て日本語教育における大切な第一歩であったと言えるだろう。
3．授業見学
　授業見学する際の活動は、大きく分けると以下の三つとなる。
（1）検討したシラバスと動態的な授業とを照らし合わせる
（2）時系列に沿って授業記録を行う
（3）見学した授業記録に基づいて、教案を復元させる
　まず、（1）を始めたのは4月25日からであった。そして、5月10日までの3週間は、
実習生が前もって検討したシラバスと実際の授業ではどのような違いが見られるのか、日
本語学習者に教えるためには何が欠けていたのかを客観的な視点で考察した。
　（2）では、引き続き（1）を行いながら、さらに具体的に動態的な日本語クラスを検
討するため、実習生が各々に授業を時系列に沿って記録した。5月16日から7月5日まで
の8週間は、この活動に力を注いだ。授業を記録する際には、特に、教室活動を行う目的
は何か、教室活動の種類にはどのようなものがあるのか、教室活動の時間配分はどのよう
になっているのか、さらには教師の行動に対する学習者の反応はどうか、ということに着
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目して記録した。
　このように時系列に沿って授業を記録することによって、今までは気がついていなかっ
たことが見えてきた。たとえば、ペアワークをする目的によってペアの組み合わせ方を変
えたり、ペアワークが早く終わった学習者を退屈させないために新たな課題を与えたりす
ることである。また、一つの項目だけに挟まれるのではなく文全体を見ないといけないと
いうことも気がついた点の一つである。そして、一番感じたことは、目的のない教室活動
は時間の無駄であるということであった。これは、実習生が検討したシラバスと照らし合
わせることにより、明らかになったことである。学習者の学習意欲を高め、さらには教師
自身も学習者が日本語をもっと勉強したいと思えるような授業をしていかなければならな
いと考えるきっかけとなった。
　（3）は、記録した授業において、その中の教室活動を1つ選びその教案6を復元すると
いう活動を授業後に行った。教案を復元する目的は、授業記録に書かれているものを教案
という形で復元することにより、実習生が記録したものと実際に実習生が授業をするとい
うことを想定した教案とをリンクさせるというものであった。つまり、教えた経験が全く
ない実習生に、実際に授業を行うためには何が必要なのか、欠けているものは何かを考え
させることが目的であったと言えるだろう。
　しかしながら、当初、書いていた教案は、ただ授業記録をそのまま文字化していただけ
に過ぎなかった。授業が動態的なものであるという事実をまったく考慮していない教案を
作っていたのである。そのため、実際に教えるためには、どのような準備が必要なのか、
実践研究（5）の授業を通して、小林教授、さらには実習生同士が議論を重ねた。試行錯
誤の連続でもあった。
　教案を復元することによって授業記録だけでは気づかなかったものが無数にあった。た
とえば、「日本語2A」か「日本語2B」かによって教室活動が変わることである。つまり、
同じレベルであるから同じ教室活動をするのではないということである。レベルが同じで
あると言っても、学習者の求めるニーズは異なるものである。学習者が何を求めているの
か、これを考えることの重要性を理解したときでもあった。また、教案の量と時間とはあ
まり比例しないことにも気がついた。1分を教えるために教案の量が多くなる場合も、一
方では逆の場合もあったからである。
　このような中で実習生を悩ませたのは例文を作ることであった。「日本語2A」もしくは
「日本語2B」にふさわしい例文、活動目的にふさわしい例文を作っていく作業は、考え
ていた以上に大変なものであった。
　教案を復元することで実習生は自分に合った教案とは何かを模索し、教壇に立つという
ことが近づいてきていると実感した。
6添付資料を参，照
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4教壇実習
　教壇実習では、これまで述べてきたシラバス検討、教案復元などの学びを応用しながら
も、改めてそれらの重要性を再認識する機会でもあった。シラバス検討の段階で、教授項
目について参考書を調べ、ただ網羅的に文法的説明と実用例を集め、教授項目の必要度な
どについて検討した。また、授業見学の段階で、多くの情報の中で、どれが目の前の学習
者にとって必要であるか、また、その教授項目がどのように学習者に提示するかを深く考
えるようになった。そして、実際に教壇実習の教案を作ってはじめて、これまで得た知識
を総合的に運用するカが大切であることを感じたのであった。
　教授項目を教えるにはどんな導入例を作ればいいか、どんな対応練習例を作ればいいか、
また、その練習に対応する教室活動をどのように組み込んでいけばいいかを考えることは、
大変なことではあったが、一番充実している時でもあった。そして、教壇実習を行った結
果、実習生に問いかけられた予想内と予想外の問題点が多くあった。ここでは、以下、五
つを取り上げて述べることにする。
（1）言いたいことが学習者に伝わらない
（2）学習者の質問に対する対応が良くない
（3）授業活動への配慮不足
（4）　クラス授業の常備道具一黒板の使い方
（5）教案について
　（1）教師側の「伝えたはずなのになぜ分からないの？」と、学習者側の「先生の説明
を聞いて何となく分かるが、一番大事な部分はどこだ？」というような教師と学習者の認
識のズレを生じたことがあった。学習者に伝えたいことが実習生の中にあるにもかかわら
ず、どうしてもうまく伝わらなかった。大切なことは、何を言ったか、教えたかではなく、
何が学習者に伝わったか、学習者の頭の中でどのような変化を起こさせたかということを
実感した。
　（2）（1）述べたように、学習者は教師の説明に不明な点がある場合は質問するのが当
然である。しかし、逆に教師である実習生がその質問に対して適切に答えることのできな
い場面がしばしばあった。準備が足りなかったり、思いがけない質問であったりしたから
である。当然、教師は学習者の質問に対して、その場ですぐ対応できることが望ましいが、
授業では答えられないことがあったら、素直に謝るのも大切で、誤った答えを教えてはい
けない。授業後、もしくは後日、学習者の質問に答えるということは可能だと思われるが、
今回、実習生が答えることのできなかったほとんど質問は、教案準備の段階で抑えるべき
ことであって、実習生自身の不備に由来するものである。動態的な教室に対応するための
準備の大切さを改めて実感した。
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　（3）限られた時間で効果的に授業活動を行うのが教案を作る段階での大きな課題であ
った。にもかかわらず、時間をかけて練り上げた教案を実践に移すと、様々な問題が浮か
び上がってきた。その多くは、学習者への指示が不明確であったり、指示が不足していた
り、教室全体への気配りが足りなかったことが原因である。その他、有効的に時間を利用
できなかったと同時に、練習例の数、バリエーションの不足などの問題も起きた。そして、
学習者との一対一の練習と学習者の間で行うペアワーク練習とうまく組み立てることがで
きなく、学習者を退屈させたこともあった。その数々の問題は教室マネージメントの重要
性を考えるきっかけともなった。教師主導の教室ではなく、教室活動とは、学習者と教師
が相互にやりとりし作り上げていくものであることを痛感した。
　（4）教師の板書に関することである。たとえば、教師が板書を書いている時に学習者
が沈黙してしまったり、板書使って説明するときに学習者から黒板が見えない位置に立っ
てしまったりした。また、板書の字が汚く、学習者に書いた内容を確認されたりすること
もあり、板書の書き方も工夫を入れなければならない。
　全体としては、板書とは、教授項目の要点だけを取り上げるべきもので、学習者にとっ
てのメモと同様のものであることがわかった。そのためには、教案を作る段階でどの部分
を板書にするか、黒板のどの部分に書くか、いつ板書をするか、教師が板書している間は
学習者にどんなことをやらせれば良いかを考慮しなければならないことがわかった。そし
て、字のきれいさ、大きさなども考慮し、黒板内容をいかに説明するか、それが学習者の
理解に直接繋がることで、板書は洗練されたものでなければならないと痛感した。
　　（5）教案の書き方には答えがない。教壇実習で作成した実習生の教案には、それぞれ
特徴のあるものであった。教案は、誰の他のものでもなく、授業を計画した教師だけに属
するものである。教師が、独自の教案の書き方を見つけることが大事なことである。とは
いえ、教案は教師が授業の方向を把握するものだけで、授業は100パーセント教案に即し
てやらなければならないわけでもない。動態的な授業活動の中で起きる可能性のある問題
について考え、それに臨機応変に対応する力を身につけるのも教師にとって極めて重要な
ことである。
　以上、5つを取り上げたが、その他、教壇実習というわずかな時間の中に様々な問題が
山積していることはいうまでもない。しかし、大切なことは、なぜ授業がうまく行かなか
ったかを反省することによって、実習生自身の不足している点を見出すことができ、次に
つなげていくことである。実践と研究の繰り返しの大切さ、そして、それぞれが連動して
いることを感じた教壇実習であった。
おわりに
　今学期、実践研究（5）の実習生全員に共通していたのが日本語を教えた経験がないと
いうことであった。そのため、当初のシラバス検討では、参考書と向き合うのが精一杯で
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あったが、全員が同じ境遇であったことで互いを支えあい、一方では気づきや疑問に関し
て議論し続け、すべてを共有するというかたちを作り上げることができた。
　教壇に立つのは実習生それぞれであったが、それまでの準備における過程においては、
全員の助け合いのもと進んだ。このことから、授業が学習者と教師のみによって作り上げ
られるものではなく、教師同士の協力や助け合い、そして、様々なことを分かち合ってこ
そ、授業は成り立つものであると感じさせるものであった。教壇実習後においても、それ
ぞれがそれぞれに対して、よりよい授業をしよう、という投げかけが行われ、互いを高め
合おうという意識が芽生えた。率直な意見を出し合うことにより、実習生全員が個々の力
では得ることの出来なかったものを身に付けることができた。
　しかしながら、今後の課題とすべき点も多い。
　一つは効果的な教育をするためには何が必要なのか、ということである。つまりは学習
者にとって必要な日本語とは何かを見極めるということである。今回、様々な過程を経て
教壇実習をすることとなったが、すべての段階で母語話者の視点、教師の視点で進められ
ている点が多く、学習者の見えてこないシラバス検討、教案作成、そして教壇実習となっ
てしまった。改めて何を、どう教えるのかについて深く考えているところである。
　もう一つは、教師と学習者との距離について考えることである。教師のタイプと、その
経験、そのことによる学習者との関わりに対する答えは決して一つでなく、多種多様であ
る。そして、それらは固定化されたものでなく、時間と共に変わってくるものだと言える。
しかしながら、可変的である教師と学習者との関係において、極めて重要なことは学習者
との間に壁を作らないことだと思われる。このことは、参与観察、教壇実習を通して、深
く学んだことである。授業自体は、教師と学習者が共に作り上げられる空間であり、教師
が学習者と共に学ぶという姿勢がないと、教師だけが一方的に授業を進めてしまうことに
なりかねない。教師と学習者がどのように関わり合い、やりとりをしていくのか、今後は、
実習生自身が自分で考え、それぞれのスタイルを見いだしていかなければならない。
　実践研究（5）において、授業見学、教案復元、教案作成、教壇実習、さらには話し合
いも含め、そのすべては、実習生にとって必要なものであった。各自が日本語教師を目指
すにあたり、身につけなければならないことの多さを再認識した。また、実践においては
進んでは振り返り、進んでは振り返りというように、螺旋状に前進していくことが大切だ
ということを実感した。まだまだ、自信を持って教壇に立つまでには、時間がかかるだろ
う。だが、今回、5名全員が、初めの一歩を踏み出せたことに喜びを噛み締めながら、こ
れをもって、実践報告を締めくくりたい。
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添付資料
教案の復元の例
クラス名　日本語2B 2006年　5月24日（水）35課皿の導入
事前準備：絵カード（感情を表す絵カード①～⑤）
絵カード① 絵カード② 絵カード③ 絵カード④ 絵カード⑤
教案の復元の
授業内容（導入）10：54
T：（半分に折ってある一部の絵カードをみせる。（絵カード①）「誰ですか？」
S＝「S1さんです」
T：「泣いてますね」残りの半分の絵カードも見せる。　「誰ですか？」
S：「S2さんです」
T：絵カードを黒板に貼り、違う絵カードを見せる。　上のように半分に折ってあるものを、まず一部を見せ、後で残り一
部を見せる。　「誰ですか？」
Sl「S3さんです」
T：「S3さんは笑ってますね」のように絵カードをわかりやすくしておく。
0このように感情を表すものの絵カードを用意し、上と同様に導入する。
「よろこばせます」「びっくりさせます」「がっかりさせます」
0用意した絵カードを全部導入し、黒板に貼ったら次の導入に入る。
T＝黒板に貼ってある絵カード①を指し、
　「S1さんは泣きました」「どうして？」「S2さんがS1さんを泣かせました」
　板書　　　さんが　　　さんを　　　（さ）せました。
　絵カード②「S3さんは笑っています」「どうして？」
S＝「S3さんはS4さんを笑わせました」
T：絵カード③、④、⑤を使い同じように導入
　　板書通りにSに言わせる。（～さんの前は最初導入したときのSを入れる）
10：59導入終わり
一118一
